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東京システムリサーチは、製造業、金融業、流通・卸

売業に特化したシステム開発を手掛ける、ITソリューショ

ン企業です。令和元年9月、人事総務部の佐藤さんは、

システムエンジニアとして2年前に入社した発達障がいの

あるAさんの支援を前任者から引き継ぐことになりました。

佐藤さんは人事部門の立場で障がいのある社員と関わ

ることはありましたが、直接支援の担当になるのは初めて

でした。過去に障がい者雇用セミナー等に参加したことは

あるものの、担当者として支援していくには、より実践的

な支援方法を学ぶ必要があると考え、さまざまな事例が

学べ、サポーター支援員が定期的に訪問して、専門的

な見地から助言をしてくれるサポーター事業に参加し、よ

りよい支援に繋げたいと思いました。

養成講座参加前は、高度な知識や支援手法を理解

していないとしっかりサポートすることはできないと考えてい

ましたが、養成講座参加者との意見交換を通じて、それ

ぞれの状況に応じたさまざまな取り組みを知り、佐藤さん

は「障がい者支援に絶対的な正解はない」ことに気づき

ました。そして何より、障がい特性、就労経験、働く環境

支援員の定期訪問・助言があれば、Aさんを
しっかり支援できると考えサポーター事業に参加

― キャリアパスを可視化することで、新たな業務へのチャレンジ精神を育む －

株式会社東京システムリサーチ

取組み

効果

支援
内容 多角的な視点からの支援

事業概要 ： 情報サービス業、ITソリューション事業

従業員数 ： 208名（令和元年7月現在）

： 佐藤さん（人事担当）

被支援者 ： 30代（発達障がい）

勤続年数 ： 2年4ヶ月（令和2年2月現在）

業務内容 ： システム構築、設計

佐藤さんはまず、Aさんと月1回の定期面談を実施し、

仕事の課題や悩みなどを聞き、働きやすい環境を整えて

いくことにしました。面談にはAさんの職場の部門長にも

同席してもらい、Aさんの現状を一緒に確認することで、

人事と所属部門の双方からの支援を目指しました。初

めて行った面談でAさんから「自分が利用している就労

定着支援事業所の就労定着支援員に会って欲しい」と

の要請がありました。しかし、「就労定着支援事業所」

がどのような場所で、その人と今後どのように関わりを持て

ばいいのか佐藤さんは分からなかったため、訪問したサポ

ーター支援員に助言を求めたところ、「障がい者の安定

就労に向けて企業や関係機関と調整しながら、就労面

と生活面のサポートを行う支援機関であり、定期的に情

報交換を行い、Aさんの支援について連携を図っていくと

良い」と勧められました。

目標の明確化、チャレンジ精神の育成

定期面談は職場部門長にも同席してもらい

Aさんの現状を一緒に確認し、双方から支援

に応じた柔軟な対応こそが大切であり、 「こうしなければ

ならない」という一般論に捉われる必要はないと知り、随

分と気持ちが楽になりました。

サポーター

支援機関との連携
キャリアパスチャレンジシートの活用



職場内障害者サポーター運営事務局 令和2年2月作成

佐藤さん 「障がい者支援や配慮は、ごく自然なものであるべきだと思っています」

があり、自分を奮い立たせることができました。

障がい者雇用を進めるうえで職場の支援や配慮

は必要だと思いますが、それは過剰なものではなく、

ごく自然なものであるべきだと思っています。障がい

の有無に関係なく、一緒に仕事をすることで互いを

高め合いながら、本人と会社が成長していくことを

願っています。

今までさまざまな講座やセミナーを受講し障がい

者支援に関する情報を集めてきましたが、そこで得

た知識をいざ実践しようとすると迷いや不安が出て

きて、自分だけではなかなか行動に移せないことが

ありました。しかし、サポーター事業ではサポーター

支援員が定期的に訪問してくれるので、「自分だ

けではない。何かあれば相談できる」という安心感

類の「キャリアパスチャレンジシート」を渡し、目標とそれを

達成するための具体的な行動を記入するように伝えまし

た。その際、「今までは、失敗して周囲に迷惑をかけたく

ないと新しい業務を避けてきたようだけど、成長していくた

めにはいろいろな業務にチャレンジすることが大切だよ」と

話し、会社としてもAさんの成長をバックアップしていくこと

としました。

後日佐藤さんは、Aさんが作成した 「キャリアパスチャ

レンジシート」をもとに面談を行いました。そこには、新た

な業務へのチャレンジが記入されており、シートの作成は、

Aさんにとって自分のキャリアプランを見つめ直す良い機会

となったようでした。また佐藤さんや部門長にとっても、Aさ

んの成長をこれからどのように支援していけば良いかが明

確になるという効果もありました。

＜実際のキャリアパスチャレンジシート＞

「キャリアパスチャレンジシート」の作成によって、
新たな業務へのチャレンジを後押しする

佐藤さんがAさんのキャリアパスについてサポーター支援

員に相談すると、「発達障がいの特性として、将来像など

抽象的なことを想像することは苦手だが、文字に落とし

込んで可視化することで考えを整理できるようになる場

合が多いので、きっとAさんも理解しやすくなる」と助言さ

れ「キャリアパスチャレンジシート」の作成を提案されました。

早速佐藤さんは、Aさんに業務編と能力開発編の2種

それから間もなく佐藤さんは就労定着支援員と面会し、

Aさんの障がい特性について詳しく話をしてもらいました。

Aさんは、長所である「生まじめさ」故に他人の行動に厳

しくなってしまう傾向があり、それが本人のストレスになって

いるようでした。それを聞いて、Aさんとの面談の際によく

出てくる仕事に対しての悩みやこだわりは、主にその障が

い特性からきていると佐藤さんは得心しました。そして、

「今担当しているプロジェクトが終了したら自分はどうなる

のだろう」と、今後についての不安を持っていることを聞き、

Aさんの将来的な役割とキャリアパスを真剣に考えていく

必要性を感じました。

就労定着支援員から聞いた情報をもとに、

将来的な役割とキャリアパスの必要性を考える

「キャリアパスチャレンジシート」によって取り組むべき課

題が明確になったAさんは、今は意欲的に業務に取り組

んでいます。佐藤さんは、Aさんの活躍の場を一層広げ

ていくためにも、所属部門、就労定着支援員とも連携を

図り、Aさんがいろいろなことにチャレンジできる環境・体

制を整えていくことを自身の目標として、取り組んでいき

たいと考えています。


